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０
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１８７号
2025年１２月１６日

東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

５
５
２
４
筆
（
25
年
12
月
16
日
）

1・２３東京高裁に大結集を
不採用基準の策定に関わった井手正敬は
証人として法廷で不当解雇の真実を語れ

〝
久
留
里
線
の
廃
線
を
許
す
な
！
〟

11
・
29
住
民
集
会
に
１
３
０
人
が
結
集

　
11
月
29
日
、
君
津
市
上
総
公
民
館

に
て
「
久
留
里
線
の
廃
線
を
許
さ
な

い
住
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
主

催
の「
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
」

を
は
じ
め
、
内
房
線
・
外
房
線
・
か

ず
さ
地
域
の
住
民
団
体
が
共
催
。
会

場
は
、
廃
線
方
針
を
強
行
す
る
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
、
そ
れ
に
追
従
す
る
君
津

市
へ
の
怒
り
に
包
ま
れ
た
。

　
会
の
三
浦
代
表
は
冒
頭
、「
石
井

市
長
が
廃
線
に
賛
同
す
る
中
、
改
め

て
亀
山
・
松
丘
・
久
留
里
を
回
り
署

名
を
集
め
た
。
総
力
で
こ
の
危
機
を

乗
り
越
え
よ
う
」
と
決
意
を
表
明
。

共
催
団
体
か
ら
も
、「
久
留
里
線
の

廃
線
は
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
に

拍
車
を
か
け
る
」（
内
房
線
・
梅
澤

代
表
）、「
鉄
道
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

地
域
分
断
は
地
方
消
滅
に
直
結
す

る
」（
外
房
線
・
早
川
会
長
）、「
住

民
の
税
金
で
作
ら
れ
た
線
路
に
、
Ｊ

Ｒ
の
生
殺
与
奪
の
権
利
は
な
い
」（
か

ず
さ
・
安
田
会
長
）
と
、
強
い
弾
劾

の
声
が
相
次
い
だ
。

　
集
会
で
は
、
日
本
大
学
の
桜
井
名

誉
教
授
が
「
鉄
道
は
電
気
・
ガ
ス
と

同
じ
社
会
的
共
通
資
本
だ
。
赤
字
は

利
便
性
を
低
下
さ
せ
て
き
た
Ｊ
Ｒ
の

経
営
責
任
に
あ
り
、
地
域
価
値
を
無

視
し
て
バ
ス
転
換
を
強
い
る
の
は
暴

挙
」
と
批
判
。
分
割
・
民
営
化
時
の

「
地
方
線
活
性
化
」
の
約
束
を
放
棄

す
る
Ｊ
Ｒ
の
姿
勢
を
問
い
、「
分
断

に
対
抗
す
る
た
め
全
国
の
声
を
繋
ご

う
」
と
訴
え
た
。

　
参
加
し
た
住
民
か
ら
は
「
全
戸
訪

問
で
署
名
を
集
め
た
が
、
民
意
は
圧

倒
的
に
反
対
だ
」「
戦
後
、
大
運
動

で
線
路
を
再
敷
設
し
た
歴
史
が
あ

る
。
交
通
を
失
う
の
は
命
を
失
う
の

と
同
じ
だ
」
と
い
っ
た
切
実
な
声
が

響
い
た
。
動
労
千
葉
の
関
委
員
長
も

連
帯
を
表
明
し
た
。

合
旗
が
た
な
び
き
、
民
主
労
総
の
力

強
さ
を
誇
示
し
た
。

　
集
会
冒
頭
、
初
代
委
員
長
の
ク
ォ

ン
ヨ
ン
ギ
ル
氏
が
登
壇
。「
民
主
労

総
は
常
に
闘
い
の
先
頭
に
立
ち
、
勝

利
を
切
り
拓
い
て
き
た
。
正
規
・
非

正
規
の
差
別
の
な
い
職
場
を
作
り
、

米
国
の
経
済
侵
略
に
抗
す
る
自
主

的
・
平
等
な
社
会
を
立
て
る
闘
い
に

突
き
進
も
う
」
と
訴
え
た
。

　
続
い
て
ヤ
ン
ギ
ョ
ン
ス
委
員
長
が

演
説
に
立
ち
、「
こ
の
30
年
は
新
自

由
主
義
と
の
激
闘
の
歴
史
だ
っ
た
。

民
主
労
組
の
旗
を
誇
り
高
く
守
り
抜

い
た
」
と
振
り
返
り
、「
次
の
30
年

に
向
け
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
た
め

の
民
主
労
総
と
し
て
、
新
し
い
時
代

を
主
導
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
動
労
千
葉
も
こ
の
30
年
は
国
鉄
分

割
・
民
営
化
攻
撃
以
後
の
闘
い
、
そ

し
て
新
自
由
主
義
と
の
激
突
を
共
に

し
て
き
た
過
程
だ
。
１
２
０
万
組
合

員
を
擁
し
、
政
権
打
倒
闘
争
を
も
主

導
す
る
民
主
労
総
の
姿
は
、
日
本
に

お
け
る
労
働
運
動
再
生
の
必
要
性
を

強
く
印
象
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
８
日
午
前
に
は
全
国
鉄
道
労
組
ソ

ウ
ル
地
方
本
部
を
訪
問
。
カ
ン
ジ
ョ

ン
ナ
ム
本
部
長
ら
と
、
鉄
道
の
民
営

化
や
統
合
問
題
を
巡
っ
て
熱
い
討
論

を
行
っ
た
。

　
現
在
、
韓
国
鉄
道
労
組
は
高
速
鉄

道
（
Ｋ
Ｔ
Ｘ
と
Ｓ
Ｒ
Ｔ
）
の
統
合
阻

止
を
掲
げ
、
ス
ト
権
を
確
立
し
て
闘

い
の
渦
中
に
あ
る
。
ユ
ン
大
統
領
の

ク
ー
デ
タ
ー
以
後
の
政
治
情
勢
に
つ

い
て
「
条
件
の
変
化
は
あ
る
が
、
結

局
は
労
働
組
合
の
力
が
闘
争
を
決
す

る
」
と
、
現
場
労
働
者
ら
し
い
矜
持

を
見
せ
た
。
ま
た
、
同
行
し
た
田
中

康
宏
顧
問
が
日
本
の
非
正
規
職
化
の

惨
状
を
報
告
し
、
国
境
を
越
え
た
課

題
を
共
有
し
た
。

　
９
日
に
は
、
軍
事
独
裁
時
代
か
ら

の
伝
統
を
持
つ
九ク
ロ老

工
業
団
地
に
あ

る
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
本
部
を
訪
れ
、

キ
ム
ジ
ノ
ク
本
部
長
ら
と
交
流
。
そ

の
後
、
19
年
に
開
館
し
た
「
チ
ョ
ン

　
11
月
７
日
～
10
日
、
動
労
千
葉
は

訪
韓
し
、
民
主
労
総
の
結
成
30
周
年

と
い
う
歴
史
的
節
目
と
な
る
労
働
者

大
会
に
参
加
し
た
。
５
万
人
が
ソ
ウ

テ
イ
ル
記
念
館
」
を
見
学
。

「
勤
労
基
準
法
を
守
れ
」「
私

た
ち
は
機
械
で
は
な
い
」
と

叫
ん
で
焼
身
決
起
し
た
チ
ョ

ン
テ
イ
ル
青
年
の
生
涯
に
向

き
合
い
、
訪
韓
団
は
労
働
解

放
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

た
。

　
帰
国
日
の
10
日
、
訪
韓
団

は
民
主
労
総
本
部
を
表
敬
訪

問
し
、
ヤ
ン
ギ
ョ
ン
ス
委
員

長
と
関
委
員
長
が
が
っ
ち
り

と
握
手
を
交
わ
し
た
。

ル
市
街
を
埋
め
尽
く
し
た
労

働
者
大
会
な
ど
各
地
で
旧
知

の
同
志
と
の
再
会
を
果
た

し
、
日
韓
労
働
者
の
固
い
団

結
を
再
確
認
し
た
。

　
８
日
、
ソ
ウ
ル
・
東
大
門

付
近
の
路
上
を
封
鎖
し
て
開

催
さ
れ
た
「
チ
ョ
ン
テ
イ
ル

烈
士
精
神
継
承
・
全
国
労
働

者
大
会
」
は
、
圧
巻
の
光
景

と
な
っ
た
。
１
９
９
５
年
の

結
成
か
ら
30
年
。
会
場
に
は

全
国
か
ら
集
結
し
た
５
万
人

の
組
合
員
と
色
鮮
や
か
な
組

「
新
自
由
主
義
と
闘
っ
た
30
年
」

民
主
労
総
結
成
30
年
労
働
者
大
会
に
参
加

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
38
年
、
解
雇

撤
回
を
求
め
続
け
て
き
た
闘
い
は
大
き
な

山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
次
回
裁
判
に
向

け
「
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」

東
京
高
裁
署
名
運
動
へ
の
ご
協
力
と
１
月

23
日
の
第
２
回
裁
判
へ
の
大
結
集
を
呼
び

か
け
ま
す
。

　
裁
判
の
最
大
の
焦
点
は
、
国
家
的
不
当

労
働
行
為
の
真
実
を
知
る
井
手
正
敬
・
Ｊ

Ｒ
西
日
本
元
会
長
、
深
澤
祐
二
・
Ｊ
Ｒ
東

日
本
会
長
を
証
人
と
し
て
法
廷
に
呼
べ
る

か
ど
う
か
で
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
時
の
解
雇
は
、「
選

別
基
準
そ
の
も
の
が
不
当
労
働
行
為
」
と

最
高
裁
で
確
定
し
て
い
ま
す
（
15
年
６

月
）。
そ
し
て
「
Ｊ
Ｒ
は
不
当
解
雇
に
関

わ
っ
て
い
な
い
か
ら
責
任
も
な
い
」
と
い

う
国
と
Ｊ
Ｒ
の
主
張
の
前
提
は
崩
れ
て
い

ま
す
。

　「
隠
さ
れ
た
真
実
」
を
直
接
知
る
の
が

井
手
・
深
澤
で
す
。
井
手
は
「
選
別
解
雇

の
基
準
策
定
を
命
じ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
」
と
い

う
最
大
の
核
心
を
直
接
知
る
最
後
の
人
物

で
す
。
深
澤
は
選
別
を
直
接
行
っ
た
下
手

人
で
す
。
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
こ
の
２
人
を
法
廷
に
呼
ぶ
以
外
あ
り

ま
せ
ん
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
、
当
時
の
中
曽

根
首
相
が
語
っ
た
よ
う
に
「
国
労
・
総
評

を
つ
ぶ
し
立
派
な
憲
法
を
安
置
す
る
」
こ

べ
て
を
戦
争
国
家
へ
作
り
変
え
る
攻
撃
と

の
闘
い
で
す
。
井
手
・
深
澤
の
証
人
採
用

を
実
現
し
、
国
家
的
不
当
労
働
行
為
の
真

実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

■
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
第
２
回
裁
判

　
　
　
　
　
１
月
23
日
（
金
）
15
時
30
分
～
　
東
京
高
裁
１
０
１
号
法
廷

　
　
　
　
　
※
東
京
高
裁
包
囲
デ
モ
　
集
合
14
時
　
日
比
谷
公
園
霞
門

と
を
狙
っ
た
労
働
運
動
解
体
―

改
憲
・
戦
争
攻
撃
で
し
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
闘
い
は

〈
現
在
の
攻
防
点
〉
で
す
。
労

働
運
動
を
解
体
し
、
社
会
の
す
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職
ま
で
は
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
理

由
は
、
国
鉄
改
革
法
の
枠
組
み
を
司

法
が
維
持
し
よ
う
と
す
る
「
政
治
的

配
慮
」
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

井
手
に
真
実
を
語
ら
せ
れ
ば
、
そ
の

政
治
的
配
慮
の
前
提
そ
の
も
の
が
消

失
す
る
。 

　
判
決
後
、
白
石
裁
判
長
が
突
然
左

遷
さ
れ
た
事
実
は
、
こ
の
問
題
が
い

か
に
国
家
権
力
の
核
心
に
触
れ
る
も

の
で
あ
る
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
裁
判
所
が
井
手
ら
の

証
人
調
べ
を
拒
絶
し
続
け
て
き
た
の

も
、
当
事
者
の
生
身
の
言
葉
を
聞
け

ば
、
も
は
や
「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任
な

し
」
と
い
う
虚
構
を
守
り
き
れ
な
い

か
ら
だ
。

　
井
手
は
『
国
鉄
改
革
の
真
実
』
に

お
い
て
自
ら
の
〝
正
義
〟
を
喧
伝
し

て
い
る
。
な
ら
ば
、座
談
会
で
の「
裏

話
」
で
は
な
く
、
法
廷
で
の
公
式
な

証
言
と
し
て
堂
々
と
真
実
を
語
る
べ

き
だ
。
裁
判
所
に
は
、
そ
の
真
実
を

追
求
す
る
司
法
の
義
務
が
あ
る
。

　
ま
た
、
も
う
一
人
の
証
人
と
し
て

申
請
し
て
い
る
深
澤
は
、
採
用
候
補

者
名
簿
か
ら
１
１
７
人
を
排
除
す
る

作
業
を
直
接
担
当
し
た
人
物
で
あ

る
。
彼
は
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

社
長
に
ま
で
登
り
詰
め
た
が
、
そ
の

栄
達
の
裏
側
で
真
実
を
隠
蔽
し
続
け

て
き
た
。こ
の
深
澤
の
証
言
も
ま
た
、

井
手
の
証
言
を
補
完
し
、
不
当
労
働

行
為
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠

で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
証
人
採
用
を

　
現
在
の
裁
判
の
最
大
の
焦
点
は
、

井
手
と
深
澤
を
証
人
と
し
て
採
用

し
、
そ
の
責
任
を
問
う
か
ど
う
か
に

あ
る
。
す
で
に
「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任

な
し
」
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
裁
判
の

前
提
条
件
は
瓦
解
し
て
い
る
。
真
実

を
白
日
の
下
に
晒
す
た
め
に
２
人
の

証
人
採
用
は
絶
対
不
可
欠
だ
。

  

あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義  

井
手
・
深
澤
は
法
廷
で
真
実
を
語
れ
！

井手は座談会で「排除の意志」を赤裸々に語っている

一
体
何
が
語
ら
れ
た
の
か
。
当
時
、

国
鉄
総
裁
室
長
と
し
て
実
務
の
全
権

を
担
っ
た
井
手
正
敬
の
証
言
は
、
真

実
を
確
定
さ
せ
る
上
で
決
定
的
で
あ

る
。

　
「
井
手
文
書
」
で
自
白

　
井
手
を
証
言
台
に
呼
び
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
は
、
彼
自
身
が

２
０
０
０
年
に
語
っ
た
座
談
会（『
国

鉄
改
革
前
後
の
労
務
政
策
の
内
幕
』）

の
記
録
、
い
わ
ゆ
る
「
井
手
文
書
」

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
文
書
は
、
単

な
る
回
顧
録
で
は
な
く
、
国
家
的
不

当
労
働
行
為
を
指
揮
し
た
首
謀
者
の

一
人
に
よ
る
「
自
白
」
で
あ
る
。

　
井
手
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。「
不
当
労
働
行
為
と
言
わ
れ
な

い
ギ
リ
ギ
リ
の
線
で
葛
西
（
敬
之
）

が
案
を
作
り
、
そ
れ
を
斎
藤
（
英
四

郎
・
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
）
さ
ん
に
委

員
長
の
席
上
、
委
員
長
案
と
し
て
出

し
て
も
ら
い
、そ
れ
は
了
承
さ
れ
た
」 

　
こ
の
一
文
は
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判

が
前
提
と
し
て
き
た
論
理
を
根
底
か

ら
覆
す
も
の
で
あ
る
。
国
鉄
改
革
法

23
条
は
「
国
鉄
が
名
簿
を
作
り
、
Ｊ

Ｒ
設
立
委
員
会
は
そ
れ
を
受
け
取

る
」
と
い
う
、
い
わ
ば
〝
分
業
〟
体

制
を
規
定
し
て
い
た
。
こ
れ
は
不
採

用
の
責
任
を
「
消
滅
す
る
国
鉄
」
に

押
し
付
け
、
Ｊ
Ｒ
の
法
的
責
任
を
遮

断
す
る
た
め
の
巧
妙
な
法
的
ト
リ
ッ

ク
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
井
手
文
書
は
、
そ
の
基
準

策
定
そ
の
も
の
を
国
鉄
幹
部（
井
手
・

葛
西
）
と
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
が
「
共

同
」
で
行
っ
て
い
た
事
実
を
白
日
の

下
に
晒
し
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
Ｊ
Ｒ

の
発
足
前
か
ら
、
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ
（
設

立
委
員
会
）
は
不
採
用
基
準
の
策
定

に
お
い
て
実
質
的
に
同
一
の
意
志
決

定
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　
井
手
は
、
そ
の
「
共
同
謀
議
」
の

中
枢
に
立
ち
、
実
行
を
指
揮
し
た
当

事
者
で
あ
る
。
彼
を
証
人

と
し
て
法
廷
に
呼
び
出
さ

ず
し
て
、国
鉄
改
革
の〝
法

的
正
当
性
〟
や
歴
史
的
真

実
を
議
論
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。

定
員
割
れ
の〝
誤
算
〟

　
井
手
文
書
が
浮
き
彫
り

に
し
た
も
う
一
つ
の
決
定

的
事
実
は
、
87
年
１
月
下

旬
に
お
け
る
「
定
員
割

れ
」
の
発
生
で
あ
る
。
強

権
的
な
労
務
支
配
と
脱
退

強
要
、
さ
ら
に
は
自
殺
者

ま
で
出
す
ほ
ど
の
凄
惨
な

攻
撃
に
よ
っ
て
、
当
局
の

想
定
以
上
の
労
働
者
が
職

場
を
去
っ
た
。そ
の
結
果
、

本
州
３
社
で
は
、
希
望
者

全
員
を
採
用
し
て
も
な
お

閣
議
決
定
さ
れ
た
要
員
枠

を
下
回
る
と
い
う
、「
選

別
」
を
行
う
必
要
が
ま
っ

た
く
な
い
客
観
的
な
状
況

が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。 

　「
誤
算
」
状
況
に
直
面

し
た
国
鉄
当
局
は
、
当
初

「
全
員
採
用
」
へ
と
傾
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
流
れ

を
強
引
に
押
し
戻
し
、
あ

え
て
「
停
職
処
分
歴
」
と

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
す
る

動
労
千
葉
の
第
一
波
ス
ト
ラ
イ
キ
か

ら
、ち
ょ
う
ど
40
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
９
８
５
年
、
国
家
権
力
の
総
力
戦

に
敢
然
と
挑
ん
だ
動
労
千
葉
の
決
断

は
、
新
自
由
主
義
が
社
会
を
蝕
み
、

再
び
「
戦
争
の
で
き
る
国
」
へ
と
突

き
進
む
現
代
に
お
い
て
〝
重
み
〟
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
40
年
前
の
11
月
28
日
。
千
葉
の
職

場
は
爆
発
寸
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
動
労
千
葉
が
総

力
で
決
起
し
た
「
国
鉄
分
割
・
民
営

化
阻
止
・
第
一
波
ス
ト
ラ
イ
キ
」
の

幕
開
け
で
す
。

　
当
初
は
29
日
か
ら
の
予
定
で
し
た

が
、
当
局
は
１
万
人
も
の
機
動
隊
を

動
員
し
、
職
場
を
包
囲
し
ス
ト
圧
殺

体
制
を
敷
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
本
部
執
行
委
員
会
は
正
午
か
ら

の
「
前
倒
し
突
入
」
を
決
定
。
津
田

沼
、
幕
張
、
千
葉
…
…
次
々
と
ス
ト

の
炎
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
総
武
線
の
動
脈
は
止
ま
り
、
現
場

に
は
当
局
の
脅
し
に
屈
し
な
い
労
働

者
の
誇
り
と
戦
闘
性
が
満
ち
溢
れ
ま

し
た
。
戦
後
最
大
の
労
働
運
動
解
体

攻
撃
に
対
す
る
、
40
年
に
わ
た
る
不

屈
の
闘
争
は
こ
の
瞬
間
か
ら
新
た
な

展
望
を
切
り
開
い
た
の
で
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
は
何
だ
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
新
自
由
主
義
に
よ

る
世
界
的
な
労
働
運
動
解
体
攻
撃
の

一
環
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
改

憲
と
労
働
運
動
の
解
体
を
狙
っ
た
国

家
的
大
陰
謀
で
し
た
。

　
当
時
の
中
曽
根
首
相
は
、
後
に
こ

れ
を
「
現
代
の
革
命
」「
静
か
な
る

国
家
改
造
」
と
呼
び
ま
し
た
。「
国

民
が
知
ら
な
い
う
ち
に
物
事
を
進
め

る
」
と
豪
語
し
た
そ
の
裏
で
、
現
場

に
は
凄
惨
な
攻
撃
が
吹
き
荒
れ
ま
し

た
。
国
鉄
労
働
者
を
「
国
賊
」
と
呼

ぶ
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
袋
叩
き
な
ど
の

歴
史
の
逆
流
に
、
唯
一
身
体
を
張
っ

て
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
動
労
千
葉

で
し
た
。

　
動
労
千
葉
が
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に

踏
み
切
る
ま
で
に
は
血
の
に
じ
む
よ

う
な
葛
藤
が
あ
り
ま
し
た
。「
国
家

に
抗
っ
て
組
合
員
の
生
活
は
守
れ
る

の
か
」「
組
織
は
維
持
で
き
る
の
か
」

―
―
中
野
委
員
長
（
当
時
）
は
「
同

じ
問
い
が
頭
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
回
っ

て
い
た
」
と
吐
露
し
て
い
ま
す
。
小

さ
な
組
合
に
何
が
で
き
る
の
か
。

　
１
９
８
７
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営

化
か
ら
38
年
。
巨
大
な
国
家
的
陰
謀

に
よ
っ
て
20
万
人
の
労
働
者
が
職
場

を
追
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
採
用

候
補
者
名
簿
か
ら
不
採
用
と
な
っ
た

１
１
７
人
を
巡
る
「
選
別
排
除
」
の

真
相
は
長
年
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
動
労
千
葉
の
裁
判
に
お
い
て

09
年
の
伊
藤
嘉
道
の
衝
撃
的
な
証

言
、
そ
し
て
12
年
の
東
京
地
裁
・
白

石
判
決
に
よ
り
、
そ
の
ベ
ー
ル
の
一

端
が
つ
い
に
剥
ぎ
取
ら
れ
た
の
だ
。

　
伊
藤
証
言
に
よ
れ
ば
、
87
年
１
月

中
旬
の
段
階
で
、
不
採
用
と
な
っ
た

１
１
７
人
の
名
前
は
確
か
に
「
採
用

候
補
者
名
簿
」に
記
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
法
廷
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
側
が

繰
り
返
し
て
き
た
「
Ｊ
Ｒ
は
名
簿
を

受
け
取
っ
た
だ
け
で
選
別
に
は
一
切

関
与
し
て
い
な
い
」と
い
う
建
前
は
、

こ
の
証
言
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
。

　
今
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
誰
が
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
意
図
を

も
っ
て
、
名
簿
か
ら
彼
ら
の
名
前
を

土
壇
場
で
抹
消
し
た
の
か
で
あ
る
。

　
そ
の
答
え
の
鍵
を
握
る
の
が
、
87

年
２
月
２
日
と
い
う
日
付
で
あ
る
。

こ
の
日
、
国
鉄
本
社
と
Ｊ
Ｒ
設
立
委

員
会
、
そ
し
て
当
局
と
結
託
し
た
鉄

道
労
連
（
後
の
Ｊ
Ｒ
総
連
）
の
間
で

―
―
こ
れ
こ
そ
を
、
労
働
組
合
法
が

最
も
厳
格
に
禁
じ
る
「
不
利
益
取
り

扱
い
」
の
不
当
な
動
機
と
言
わ
ず
に

な
ん
と
言
う
の
か
。

　
客
観
的
に
は
全
員
採
用
が
可
能

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て

特
定
の
組
合
員
（
動
労
千
葉
・
国
労
）

を
標
的
に
し
た
排
除
基
準
を
、
Ｊ
Ｒ

設
立
委
員
会
を
巻
き
込
ん
で
共
謀
策

定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
暗
部
を
井

手
に
証
言
さ
せ
る
こ
と
は
、
白
石
判

決
が
認
定
し
た
「
不
当
労
働
行
為
の

目
的
・
動
機
」
を
裏
付
け
る
、
こ
れ

以
上
な
い
決
定
的
証
拠
と
な
る
。

　
さ
ら
に
井
手
が
証
言
台
で
明
ら
か

に
す
べ
き
は
、
動
労
本
部
革
マ
ル
派

と
の
黒
い
結
託
関
係
で
あ
る
。
座
談

会
に
は
、
松
崎
明
と
国
鉄
当
局
の
間

の
生
々
し
い
や
り
取
り
が
記
さ
れ
て

い
る
。
彼
ら
は
、
分
割
・
民
営
化
に

反
対
す
る
労
働
組
合
の
壊
滅
と
い
う

一
点
で
手
を
組
み
、
卑
劣
な
密
約
と

共
謀
に
よ
る
「
パ
ー
ジ
（
追
放
）」

を
図
っ
た
の
だ
。

　
国
鉄
改
革
法
に
は
、「
設
立
委
員

会
の
行
っ
た
行
為
は
、承
継
法
人（
Ｊ

Ｒ
）
の
行
為
と
み
な
す
」
と
い
う
規

定
が
存
在
す
る
。
井
手
と
Ｊ
Ｒ
設
立

委
員
長
が
不
当
労
働
行
為
を
共
謀
し

た
こ
と
が
証
言
に
よ
っ
て
確
定
す
れ

ば
、
そ
の
不
法
行
為
の
責
任
は
、
現

在
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
と
い
っ
た
承
継
法
人
に
直

接
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
に
法
的

責
任
が
な
い
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
虚

構
は
、
こ
こ
に
完
全
崩
壊
す
る
。

　

改
革
法
の
前
提
崩
壊

　
２
０
１
２
年
の
白
石
判
決
は
、「
不

当
な
差
別
が
な
け
れ
ば
原
告
ら
は
Ｊ

Ｒ
に
採
用
さ
れ
て
い
た
」
と
断
言
し

た
。
し
か
し
、
判
決
は
Ｊ
Ｒ
へ
の
復

受
け
た
も
の
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
の

際
、
排
除
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

強
か
っ
た
」 「
排
除
し
た
い
気
持
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

」

国
家
の
総
攻
撃
に
立
ち
向
か
い
団
結
守
る

動
労
千
葉
・
第
１
波
ス
ト
ラ
イ
キ
か
ら
40
年

い
う
後
付
け
の
排
除
基
準
を
策
定
さ

せ
、
１
１
７
人
を
名
簿
か
ら
暴
力
的

に
削
除
し
た
の
は
誰
な
の
か
。

　
座
談
会
に
お
い
て
、
井
手
は
そ
の

「
排
除
の
意
志
」
を
赤
裸
々
に
語
っ

て
い
る
。「
過
去
に
何
回
も
処
分
を

を
事
前
に
確
立
し
、
地
域
ぐ
る
み
の

「
時
代
認
識
に
基
づ
く
団
結
」
を
固

め
た
の
で
す
。

　
こ
の
闘
い
が
切
り
開
い
た
地
平
は

決
定
的
で
す
。
日
本
の
労
働
運
動
に

は
、
国
家
の
総
攻
撃
に
立
ち
向
か
っ

て
団
結
を
守
り
抜
い
た
と
言
え
る
経

験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
池
闘

争
も
国
鉄
新
潟
闘
争
も
激
し
く
闘
い

な
が
ら
も
最
後
は
分
裂
さ
せ
ら
れ
、

つ
ぶ
さ
れ
た
敗
北
の
歴
史
―
―
。

　
動
労
千
葉
は
そ
の
「
宿
命
」
を
突

破
し
ま
し
た
。
不
当
解
雇
28
人
、
多

額
の
損
害
賠
償
訴
訟
、職
場
の
廃
止
、

大
量
の
不
当
配
転
。
未
曽
有
の
弾
圧

を
受
け
な
が
ら
も
、
動
労
千
葉
は
団

結
と
組
織
を
守
り
抜
い
た
の
で
す
。

　
む
し
ろ
、
こ
の
極
限
状
態
の
中
で

ス
ト
破
り
を
拒
否
し
、
動
労
千
葉
に

結
集
す
る
仲
間
さ
え
生
ま
れ
ま
し

た
。
普
通
の
労
働
者
が
正
し
い
路
線

と
方
針
を
持
て
ば
、
巨
大
な
権
力
を

も
圧
倒
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
、

戦
後
日
本
労
働
運
動
の
決
定
的
到
達

点
と
言
え
ま
す
。

　
い
ま
時
代
は
再
び
重
大
な
分
岐
点

に
立
っ
て
い
ま
す
。高
市
政
権
は「
国

力
」
を
国
防
に
集
中
さ
せ
、
中
国
侵

略
戦
争
へ
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
で
戦
後
労
働
政
策
の
転
換
―
―

「
労
組
な
き
社
会
」
が
推
し
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
連
合
が
産
業
報
国
会

へ
と
転
落
し
て
い
く
状
況
で
、
労
働

運
動
は
際
限
の
な
い
後
退
か
ら
抜
け

出
せ
ず
に
い
ま
す
。

　
し
か
し
、今
こ
そ
変
革
の
時
で
す
。

動
労
千
葉
の
闘
い
は
終
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
40
年
前
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
示

し
た
「
現
場
の
力
」
を
今
こ
そ
甦
ら

せ
る
と
き
で
す
。
労
働
組
合
が
「
こ

の
程
度
の
も
の
」
で
な
い
こ
と
を
証

明
し
、
労
働
者
が
社
会
の
主
人
公
で

あ
る
こ
と
を
再
び
宣
言
す
る
。
40
年

前
の
決
断
を
「
過
去
の
美
談
」
に
終

わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
彼
ら
を
動
か
し
た
の

は
「
団
結
を
失
え
ば
労
働
者
の
尊

厳
は
守
れ
な
い
」
と
い
う
確
信
で

し
た
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
運
転
士

と
し
て
、
こ
の
精
神
状
態
で
仕
事

を
す
れ
ば
必
ず
事
故
が
起
き
る
、

と
い
う
責
任
感
。
家
族
を
前
に
し

た
地
域
集
会
で
は
「
地
面
に
頭
を

す
り
つ
け
て
も
３
人
に
１
人
は
ク

ビ
に
さ
れ
る
。
な
ら
ば
誇
り
高
く

闘
っ
て
ク
ビ
に
な
ろ
う
」
と
、
率

直
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
と
闘
い
を
支
え
る
財
政
基
盤


